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資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

 令５年度亀山市水道事業会計決算の数値より水道事業における資金不足比率

を求めた結果、次のとおりです。 

 

  【資金不足比率】 

資金の不足額 ① ０千円  

事業の規模  ② １，１６７，２１４千円 営業収益－受託工事収益 

① ÷ ② ０．０％  

   

【資金剰余比率】 

資金の剰余額 ① ８６８，３６９千円  

事業の規模  ② １，１６７，２１４千円 営業収益－受託工事収益 

① ÷ ② ７４．４０％  

 

（１） 資金不足比率（資金不足額÷事業規模×１００） 

0円÷1,167,213,873円×100＝0 

① 資金不足額（（Ａ＋Ｂ）－Ｃ＞０の場合の額） 

（160,136,164円＋0円）－1,028,505,606円＝－868,369,442円 

  Ａ 流動負債－流動負債のうち建設改良費等に充てるための企業債 

 263,227,206円－103,091,042円＝160,136,164円 

  Ｂ 建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高 

               0円 

  Ｃ 流動資産－翌年度に繰り越しされる支出の財源充当額 

     1,028,505,606円－0円＝1,028,505,606円 

 ② 事業規模 

   営業収益－受託工事収益＝事業規模 

   1,167,213,873円－0円＝1,167,213,873円 

 

（２） 資金剰余比率（資金剰余額÷事業規模×１００） 

      868,369,442円÷1,167,213,873円×100＝74.40 

 ① 資金剰余額（Ｃ－（Ａ＋Ｂ）＞０の場合の額） 

    1,028,505,606円－（160,136,164円＋0円）＝868,369,442円 
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資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類 

 

 令和５年度亀山市工業用水道事業会計決算の数値より水道事業における 

資金不足比率を求めた結果、次のとおりです。 

 

  【資金不足比率】 

資金の不足額 ① ０千円  

事業の規模  ② ６７，２９２千円 営業収益 

① ÷ ② ０．０％  

   

【資金剰余比率】 

資金の剰余額 ① ３０８，５１５千円  

事業の規模  ② ６７，２９２千円 営業収益 

① ÷ ② ４５８．４７％  

 

（１） 資金不足比率（資金不足額÷事業規模×１００） 

  0円÷67,291,931円×100＝0 

① 資金不足額（（Ａ＋Ｂ）－Ｃ＞０の場合の額） 

   （6,849,268円＋0円）－315,364,457円＝－308,515,189円 

 Ａ 流動負債－流動負債のうち建設改良費等に充てるための企業債 

  及び長期借入金  

  33,822,774円－26,973,506円＝6,849,268円 

Ｂ 建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高 

      0円 

Ｃ 流動資産－翌年度に繰り越しされる支出の財源充当額 

315,364,457円－0円＝315,364,457円 

 ② 事業規模 

   営業収益－受託工事収益＝事業規模 

    67,291,931円－0円＝67,291,931円 

 

（２） 資金剰余比率（資金剰余額÷事業規模×１００） 

     308,515,189円÷67,291,931円×100＝458.47 

 ① 資金剰余額（Ｃ－（Ａ＋Ｂ）＞０の場合の額） 

    315,364,457円－（6,849,268円＋0円）＝308,515,189円 
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　資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

　令和５年度亀山市下水道事業会計決算の数値より下水道事業における資金不足

比率を求めた結果、次のとおりです。

【資金不足比率】

 資金の不足額　① ０千円 

 事業の規模　　② ５６３，５７８千円  営業収益 - 受託工事収益

　①　÷　② ０．０％ 

【資金剰余比率】

 資金の剰余額　① ９０５，６５６千円 

 事業の規模　　② ５６３，５７８千円  営業収益 - 受託工事収益

　①　÷　② １６０．７０％ 

（１）資金不足比率 = 資金不足額 ÷ 事業規模 ×１００

       0 = 0 円 ÷ 563,578,268 円 × 100

　① 資金不足額 =（Ａ＋Ｂ）－ Ｃ ＞ ０

    -905,655,828 円 = (631,688,448 円 + 0 円) - 1,537,344,276 円

　　Ａ　流動負債 － 流動負債のうち建設改良費等に充てるための企業債

    631,688,448 円 = 1,300,888,448 円 - 669,200,000 円

　　Ｂ　建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高

              0 円

　　Ｃ　流動資産 － 翌年度に繰り越しされる支出の財源充当額

    1,537,344,276 円 = 1,566,344,276 円 - 29,000,000 円

　② 事業規模

　　　　事業規模 = 営業収益 － 受託工事収益

    563,578,268 円 = 563,578,268 円 - 0 円

（２）資金剰余比率 = 資金剰余額 ÷ 事業規模 ×１００

       160.70 = 905,655,828 円 ÷ 563,578,268 円 × 100

　① 資金剰余額 = Ｃ －（Ａ＋Ｂ）＞ ０ の場合の額

    905,655,828 円 = 1,537,344,276 円 - (631,688,448 円 + 0 円)
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　令和５年度亀山市病院事業会計決算の数値より病院事業における資金不足比率

を求めた結果、次のとおりです。

【資金不足比率】

　資金の不足額　 ① 千円

　事業の規模　　 ② 千円 　医業収益

　①　÷　② ％

【資金剰余比率】

　資金の剰余額　 ① 千円

　事業の規模　　 ② 千円 　医業収益

　①　÷　② ％

(１）資金不足比率 ＝ ÷ ×

＝ ÷ ×

① ＝ （ ＋ ） － ＞ 0  の場合の額

＝ ( ＋ ） －

Ａ 流動負債 － 流動負債のうち建設改良費等に充てるための企業債及び長期借入金

－ 一時借入金のうち建設改良費に係るもので,地方債を起こすこととしているもの

円 ＝ － －

Ｂ 建設改良費等以外の経費の財源に充てるために起こした地方債の現在高

円

Ｃ 流動資産 － 翌年度に繰り越しされる支出の財源充当額

円 ＝ －

② 事業規模

＝ －

＝ －

（２）資金剰余比率＝ ÷ ×

＝ ÷ ×

① ＝ － （ ＋ ） ＞ 0  の場合の額

＝ － ( ＋ ）888,980,939 1,137,070,761 248,089,822 0

60.74 888,980,939 1,463,584,151 100

資金剰余額 Ｃ Ａ Ｂ

100

0

1,137,070,761 1,137,070,761 0

1,463,584,151 1,463,584,151 0

資金剰余額 事業規模

事業規模 医業収益 受託工事収益

1,137,070,761

248,089,822 312,746,330 64,656,508 0

資金不足額 Ａ Ｂ Ｃ

△ 888,980,939 248,089,822 0

60.7

資金不足額 事業規模 100

0 0 1,463,584,151 100

1,463,584

資金不足比率及びその算定の基礎となる事項を記載した書類

0

1,463,584

0

888,981
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